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第 1章 はじめに 

 

１ 計画策定の目的 

 

稚内市では、平成 21 (2009)年 3月に、「稚内市地域公共交通総合連携計画」を策

定し、「効率的な郊外路線バスシステムの確立」、「公共交通の空白地域対策」など、4

つの目標を設定し、高齢化社会への対応をはじめ地域公共交通の活性化に努めてきま

した。また、平成 26 (2014)年 11 月には「地域公共交通の活性化及び再生に関する法

律」の一部を改正する法律（平成 26 年法律第 41号）」が施行され、地域公共交通の

検討にあたっては、「まちづくり・観光振興等の地域戦略との一体性の確保」などが

求められています。 

本市では、人口の減少や自家用車の普及などにより、公共交通機関の利用者が年々

減少し、将来における公共交通サービスの縮小が懸念されており、地域住民や観光客

などの移動手段の利便性を高めながら、かつより効率の良い公共交通体系の実現が必

要となっています。行政機関、交通事業者、地域住民が協働して、地域のさらなる発

展を支える、まちづくりと一体となった持続可能な公共交通網を構築するため、本計

画を策定します。 

 

 

２ 計画の区域 

  

本計画で定める区域は、稚内市全域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 地域公共交通網形成計画区域 

稚内市 
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３ 計画の対象期間 

 

計画期間は、2019 年度から 2023 年度までの 5年間とします。 

 

 

４ 計画の位置づけ 

 

本計画は、「第 5次稚内市総合計画」を上位計画として、「稚内市まち・ひと・しご

と創生総合戦略」、「稚内市都市計画マスタープラン」など、まちづくりや観光などの

関連計画と整合性を図りながら、稚内市における公共交通のマスタープランとして策

定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

稚内市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2017 改定） 

稚内市都市計画マスタープラン（2015 改定） 

稚内市観光振興ビジョン（2018 改訂） 

稚内市地域福祉計画（2019 策定） 

第 2 次稚内市環境基本計画（2018 策定） 

稚内市地域公共交通網形成計画 

（2019.3 策定） 

第 5次稚内市総合計画 

（2019 年度～2028 年度） 

図 計画の位置づけ 

まちづくりや 

観光などの関連計画 
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第２章 公共交通をとりまく現状と課題 

 

１ 地域及び公共交通の現状 

 

稚内市は､北海道の最北に位置し、宗谷海峡を挟んで日本海とオホーツク海に面し、

43 ㎞先にサハリンを望む国境のまちです。「水産」・「酪農」・「観光」を基幹産業とし、

宗谷地域の行政・経済・医療の中心的な役割を果たしています。 

中心市街地の中央地区と南地区、東地区の 3つの地区で拠点が形成され、連携しなが

ら市街地を形成しています。郊外の酪農地域や沿岸地域には集落が点在しています。 

公共交通は、バスやタクシーのほか、交通の結節点である本市には、都市間をつなぐ

航空路や鉄路、利尻・礼文・サハリン州を結ぶ航路など、多様な交通機関が存在してい

ます。輸送量の少ない地域には、デマンド型の「乗合タクシー」や「スクールバスの住

民混乗」など新たな交通手段を導入しています。 

 

図 稚内市の公共交通の現状 
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（１）地域の現状 

 

①人口の推移 

稚内市の人口は昭和 50(1975)年にピークである 55,464 人まで増加が続きました

が、その後は減少に転じ、平成 30(2018)年 10 月末現在 34,330 人になっています。 

既に稚内市の独自仮定による推計の 2020 年の 33,478 人にほぼ達しています。今後

も人口減少が続くと想定されています。 

 

図 年齢区分別人口と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国勢調査・稚内市人口ビジョン） 

                             

②高齢化の状況 

高齢化率について、平成 27(2015)年は、全国が 26.7％、北海道が 29.1％、稚内市

では 28.9％になっています。稚内市の高齢者数は増加の一途をたどっており、    

平成 29(2017)年では 10,772 人、高齢化率は 30.8％で、約 3人に 1人が 65 歳以上に

なっています。 

図 高齢者数と高齢化率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民基本台帳） 
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③自動車保有台数の推移 

自動車保有台数は、ほぼ横ばいになっており、内訳をみると、乗用車は減少傾向で

すが、軽自動車は増加傾向にあります。ライフスタイルの変化や石油価格の関係など

を理由に、軽自動車を選択する傾向が進んでいると考えられます。 

今後、人口減少や高齢者の増加による免許返納なども影響し、自動車の保有台数は

減少することが想定されます。 

 

図 自動車保有台数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（稚内市統計書） 

 

④稚内観光の現状 

観光入込数は、平成 14(2002)年度の約 82万人をピークに減少傾向が続いていまし

たが、平成 27(2015)年度から 50万人を超えています。 

稚内市の観光客は全道と比較して道外客の割合が高く、また、訪日外国人による宿

泊客数は増加しています。平成 28(2016)年に国から認定された広域観光周遊ルート

「日本のてっぺん。きた北海道ルート。」の事業展開により、今後も外国人旅行客の

増加が期待されています。 

図 道内外別の観光客入込数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（稚内市観光振興ビジョン） 
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（２）公共交通の現状 

 

①バス・タクシー 

 バス・タクシーは、地域住民のみならず、観光客にも不可欠な交通手段となってい

ます。市内のバス路線は「市内線」や「緑町線」など 9路線で、利用者は平成 25(2013)

年度の約 86.5 万人から平成 29(2017)年度の約 79.4 万人へと減少しています。ほか

にも郊外路線バス、天北宗谷岬線、都市間バス（札幌）などが運行しています。 

タクシーは少人数のニーズに対して、きめ細かな対応が可能な公共交通機関であり、

重要な役割を果たしています。 

図 市内バス路線利用者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

   

            （稚内市統計書） 

  

②天北、恵北・増幌地区の「乗合タクシー」 

    沼川・曲渕から稚内市中心部まで運行していた天北線代替バス路線を、沿道人口が

多く、観光客の利用が見込める海岸ルートへ変更し、代替交通として利用者の予約に

応じて目的地まで運行するデマンド型の「乗合タクシー」を平成 23(2011)年 10 月に

導入しました。平成 29(2017)年の利用者は、5,037 人で、運行地域では生活に欠かせ

ない地域の足として定着しています。運行収入は横ばいですが、学生の減少などによ

り、利用者は減少傾向です。 

図 乗合タクシー利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （稚内市地域公共交通活性化推進協議会） 

865,792 857,460 819,494 818,648 794,633 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

（人） 

6,830 6,951 7,460 
6,637 

5,480 5,037 

1,135,300

1,238,890
1,318,930 1,288,220 1,304,260

1,157,930

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

利用者人員 運行収入

(円) （人） 



 

7 

 

 

③抜海、更喜苫内地区の「スクールバスの住民混乗」 

バス路線など交通機関のない地域は、児童生徒の通学のためにスクールバ

スを運行しています。交通空白地域の解消として、平成 25(2013)年度からこ

のスクールバスの住民利用を実施しています。通学時間に合わせての運行の

ため、必ずしも利便性が高いとはいえませんが、地域において貴重な移動手

段となっています。 

図 スクールバスの住民の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     （稚内市地域公共交通活性化協議会） 

 

 

④宗谷岬空港線バス（観光アクセス改善実証運行） 

個人観光客は、稚内空港到着後に、直接、宗谷岬を訪れるには、タクシーかレン

タカー、あるいは一度市内に入り路線バス、定期観光バスなどを利用する方法に限

られているため、平成 22(2010)年度から夏季限定で東京直行便を利用する観光客を

対象に、稚内空港から宗谷岬を経由し、フェリーターミナルまでの観光地や各交通

結節点をつなぐ路線の実証運行を行っています。 

 

図 宗谷岬空港線バス利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（稚内市地域公共交通活性化推進協議会） 
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⑤天北宗谷岬線バス 

 天北宗谷岬線バスは、稚内駅から音威子府駅までの旧国鉄「天北線」の廃止に伴う

代替バス路線として、猿払村や浜頓別町などをつなぐ地域間幹線になっています。平

成 25(2013)年度には沿線住民や観光客の利便性の向上、さらに収支の改善を目指し、

宗谷岬を経由する沿岸ルートへ変更しましたが、全体的には利用者が減少しています。 

 

図 天北宗谷岬線（天北線）に係る乗車人員及び運賃収入の推移 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（天北地域生活交通確保対策協議会） 

 

 

⑥スクールバスの運行 

小中学校の統廃合に伴い、自宅から学校までの区間が遠距離となり、徒歩または 

公共交通による通学が困難な児童生徒に対し、通学手段の確保を目的に 5地区でスク

ールバスを運行しています。 

特に抜海、更喜苫内地区では、交通空白地域の解消として、スクールバスの市民利

用を実施し、地域と市街地を結ぶ移動手段の確保に努めています。 

 

 図 スクールバスの児童生徒の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 （稚内市教育委員会） 
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⑦フェリー 

稚内と利尻・礼文の各離島を結ぶフェリーは、島民の生活と観光における重要な交

通手段であり、乗客数は、平成 26(2014)年以降はほぼ横ばいになっています。 

また、サハリン州のコルサコフとは、かつては定期航路として貨客フェリーが運航

していました。平成 28年から平成 30 年までは、小型の旅客専用船と貨物船（チャー

ター）が運航しています。 

 

図 フェリー利用状況 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                            (稚内市統計書) 

 

⑧鉄 道 

JR 宗谷線の稚内駅発着の列車は、特急 6 便、普通列車 7 便になっています。平成

29(2017)年の輸送密度は 352 人で、乗客数が減少傾向にあり、JR 北海道が単独では

維持することが困難な線区の一つとしています。これまで、列車の減便や特急列車の

一部が稚内・旭川間に短縮になるなど、利便性が低下しております。 

JR 宗谷線は、札幌市や旭川市など中核都市とつながる重要な路線であり、沿線市

町村で維持存続に向けた検討を進めています。 

 

図 JR 宗谷線（名寄・稚内間）輸送密度・定期列車本数の推移 
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⑨空 路 

稚内空港は、市内中心部から東部へ約 12km 離れた地点にあります。東京･新千歳の

2路線が通年就航しているほか、平成 26(2015)年度から夏季間就航しているチャータ

ー便は、観光の活性化に欠くことができない存在となっています。 

また、2020 年度から稚内空港を含む道内 7 空港の空港運営に関して一括で民間委

託を実施する予定であり、観光客の動向に大きな変化が期待されています。 

 

図 稚内空港利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

（稚内市統計書） 

 

⑩幹線道路網 

市道緑・富岡環状線など「1環状 4放射」※を基本とする幹線道路網を中心に、各

地域を安全で快適に移動できる補助幹線道路を配置し、環境への配慮やコンパクト

なまちづくりを推進するため、公共交通の充実とあわせて、歩行者や自転車など

が、安全で快適に移動できる道路整備を行っています。 

 

   図 土地利用・都市交通構造図 
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1,413 
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20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500

乗客数 機数

(人) (機) 

(稚内市都市計画マスタープラン) 

※「1環状 4放射」を構成する道路 

・国道 40 号、国道 238 号 

・主要道道稚内天塩線、一般道道抜海港線 

・市道緑・富岡環状通ほか 
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２ 市民の移動特性、ニーズなど 

 

（１）交通アンケート調査（H29.6 実施） 

 

稚内市民を対象に、主に利用している交通手段の利用頻度や満足度、今後の利用ニ

ーズなどに関するアンケート調査を実施しました。 

     

   ①自動車の運転について 

■何歳まで自動車を運転しようと考えていますか? 

 

 

 

 

 

 

■何らかの理由で運転できなくなった場合は?(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   ②市内での外出目的と交通手段 

■通 勤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.2%

0.5%

52.1%

10.1%

11.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

不安を感じてもやめることはできない

運転に不安を感じるようになるまで

80歳くらいまで

70歳くらいまで

13.0%

18.1%

21.4%

35.1%

36.3%

44.8%

51.1%

55.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

居住地を変更する

行き先を変更する

友人・知人に送ってもらう

外出の回数を減らす

JRを利用する

家族に送ってもらう

タクシーを利用する

路線バスを利用する

・自動車については、何歳までというよりは、できる限り運転を続けたいと考えている

ようです。 

・自動車を運転できなくなった場合は、やはり路線バスやタクシーに頼らざる負えな

い状況になりますが、外出先の変更や、僅かですが居住地の変更まで考えている方も

います。 

0%
0.4%
3.6%

13.1%
0.0%
0.4%
0.0%

4.4%
6.8%

71.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

そのほか
オートバイ

自転車
徒歩

JR
タクシー

天北・恵北・増幌地区乗合タクシー
路線バス

自動車(乗せてもらう)
自動車(自分で運転)
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■買い物 

 

 

 

 

 

 

■通 院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外出目的と行先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中
央
地
区

宝
来
地
区

北
地
区

港
地
区

大
黒
・
末
広
地
区

南
地
区

東
地
区

萩
見
・
朝
日
地
区

富
岡
・
は
ま
な
す

地
区

そ
の
他

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

通勤 買い物 趣味・娯楽 通院

・外出の手段として、通勤や買い物、趣味・娯楽では約 8割の方が自動車を利用して

います。 

・通院では他の外出目的に比べて、路線バスやタクシーの利用の割合がやや高くなっ

ています。 

・通勤先は、「大黒・末広地区」が 27.5％と最も多く、次ぎに「中央地区」が 18.8％と

なっています。 

・買い物では、商業施設が集中している「大黒・末広地区」が 28.5％、「萩見・朝日地

区」が 27.5％になっています。 

・通院では、市立稚内病院のある「中央地区」が 55.0％になっています。 

・趣味・娯楽では、「大黒・末広地区」が 24.6％、「中央地区」が 19.3％になっていま

す。 

0.0%
0.0%
2.0%

9.6%
0.2%
1.7%
0.4%

9.2%
11.5%

65.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

そのほか
オートバイ

自転車
徒歩

JR
タクシー

天北・恵北・増幌地区乗合タクシー
路線バス

自動車(乗せてもらう)
自動車(自分で運転)

0.0%
0.0%
1.4%

4.1%
0.3%

7.5%
1.7%

17.7%
13.7%

53.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

そのほか
オートバイ

自転車
徒歩

JR
タクシー

天北・恵北・増幌地区乗合タクシー
路線バス

自動車(乗せてもらう)
自動車(自分で運転)
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③市外への外出目的と交通手段 

■ビジネス 

 

 

 

 

 

 

■買い物 

 

 

 

 

 

 

■通 院 

 

 

 

 

 

 

     ■趣味・娯楽 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9%

8.8%

21.2%

22.1%

4.4%

42.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

そのほか

飛行機

JR

バス

自動車(乗せてもらう)

自動車(自分で運転)

0.0%

3.4%

5.1%

12.9%

25.3%

53.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

そのほか

飛行機

JR

バス

自動車(乗せてもらう)

自動車(自分で運転)

0.0%

3.2%

19.7%

24.8%

11.5%

40.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

そのほか

飛行機

JR

バス

自動車(乗せてもらう)

自動車(自分で運転)

0.8%

8.6%

8.6%

15.9%

17.1%

49.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

そのほか

飛行機

JR

バス

自動車(乗せてもらう)

自動車(自分で運転)

・市外への移動では、いずれの目的も自動車の利用が多くなっています。 

・ビジネスや通院では、都市間バスと JR の利用が多くなっています。 

・買い物や趣味・娯楽になると、JR の利用がとても少なくなっています。 
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④公共交通の現状への印象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤これからの公共交通の方向性（選択による回答結果の傾向） 

 

 

 

 

 

⑥市内移動における交通への主な意見や要望（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心・安全な 

交通環境等の整備 

歩行者や自転車を含むあらゆる方が安心安全で快適な環境を求

める意見・要望が多い結果となりました。また、運転免許証の返納

における対応や高齢者に対する交通サービスの充実を求める声が

ありました。 

自動車だけではなく歩行者と自転車を利用している方々も含め

た交通マナーの改善、交通安全への意識向上に対する意見があり

ました。 

バス路線 

便数の増加や利用実態（ニーズ）に考慮した運行ダイヤの設定を

求める声が見られた。また、車両を小型化し利用者数に合わせた交

通システムへの転換や運行ルートの見直しを希望する声がありま

した。 

満足度については、住んでいる地域や場所（バス停・運行ルート）

によって、違いが生じている結果となりました。 

公共交通への意識 

日常的に車を運転している方は、実態がよくわからない、必要性

を感じないといった声があった反面、将来に不安を感じている声

が見られました。 

「大変満足である」・「満足である」・「やや満足である」が合計 36.9％で、「やや不

満である」・「不満である」・「大変不満である」が 21％という回答でした。 

また、「利用していないためわからない」が 34.5％もあり、公共交通の利用者の少

なさが反映された結果となっています。 

 

7.5%

34.5%

2.3%

6.6%

12.1%

18.3%

15.8%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40%

無回答

利用していないためわからない

大変不満である

不満である

やや不満である

やや満足である

満足である

大変満足である

「稚内市の運行にかかる費用負担を増やさない範囲で、公共交通の充実、確保に努

める。」が 40％でした。公共交通の取組みとして、高齢者や子どもなどの車を運転で

きない人の移動手段の確保、公共交通や徒歩なども含めた多様な交通手段を適度に利

用する社会づくりが必要とされています。 
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（２）地域懇談会・交通まちづくりサロン 

 

①恵北・増幌地区懇談会 

日 時：平成 29(2017)年 4 月 20 日（木） 

場 所：恵北町内会館 

出席者：恵北・増幌地区住民 11 名 

主な意見 

・樺岡から沼川に行く用事が年数回あるが、乗合タクシーでは集落から集落の行き

来ができないので改善してほしい。 

・乗合タクシーも路線バスも、12時を過ぎたら稚内方面の便がなくなる。 

・恵北は、路線バスも乗合タクシーも両方あり利用しなければ申し訳ない。 

・乗合タクシーになりすごく助かっている。やめないで続けていただきたい。 

 

②天北地区懇談会 

日 時：平成 29(2017)年 4 月 21 日（金） 

場 所：沼川支所 

出席者：天北地区住民 8 名 

主な意見 

・乗合タクシーは、もともとバス路線のなかった地域の方々は助かっている。 

・沼川・曲渕については曲渕線バスが無くならないようにしていただきたいが、

乗合タクシーの利用者の方が多いように感じている。 

・新光町の医療機関が集中しているエリアで乗降できるようにしてほしい。 

・天北と市内を結ぶ乗合タクシーだが、地域内輸送も対応してほしい。 

・空港前で乗り降りできるように対応してほしいという声がある。 

 

③交通まちづくりサロン（ワークショップ） 

日 時：平成 29(2017)年 6 月 9日（水） 

場 所：稚内市役所 4階 委員会室 

参加者：高校生、一般市民、交通事業者など 20名 

ワークショップにおける主な意見 

・バスに乗ったらポイントがたまる～たまったポイントはお買物券に～ 

・観光列車～移動を楽しむ吹奏楽も～  

・タクシー～ちょいのりタクシー 

・道路整備～歩行者も自転車利用者も安心安全に～ 

・バスは回るよ～市内の病院・商業施設・官公庁・地域を循環～ 

・人に優しいバス・道路～車いすの人が一人でも気軽に、道路沿いに花を～ 
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（３）天北宗谷岬線の乗降調査 

 

  天北宗谷岬線は国庫補助路線 3系統、市町村単独路線 3系統からなる地域間幹線系

統として、稚内市と猿払村、浜頓別村、中頓別村、音威子府村を結ぶ、バス路線で

す。 

平成 29(2017)年 10 月の 2日間、稚内市内の乗降実態調査を行いました。調査時の

上りの利用者数は平均 70 人/日で、下りは平均 72.5 人/日となっています。 

宗谷岬での降車は平均 28 人/日で、宗谷岬への移動にあたっては多くの観光客が、

稚内駅前ターミナル 13:20 発の便を利用し、宗谷岬 16:01 発の便で市内へ戻っていま

す。稚内駅前ターミナルでの乗降者が多くなっています。 

また、東浦からさらに猿払村方面への移動は平均 7人/日、猿払村方面から稚内市へ

の移動は 6.5 人/日でした。 

 

  ①1 日当たりの平均利用者(上り) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②1 日当たりの平均利用者(下り)  
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３ 稚内市地域公共交通総合連携計画の評価 

 

 平成 21(2009)年 3 月に、「稚内市地域公共交通総合連携計画」を策定し、「効率的な

郊外路線バスシステムの確立」、「公共交通の空白地域対策」、「観光アクセス交通の導

入」、「公共交通への意識啓発と利用促進活動」に取組み、高齢化社会への対応をはじめ

地域公共交通の活性化に努めてきました。 

 

（１）目標・事業体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    目 標 

事 業 

(1)効率的な郊外路線バ

スシステムの確立 

(2)公共交通の空白地

域対策 

(3)観光アクセス交通

の導入 

(4)公共交通への意識啓

発と利用促進活動 

①天北線代替輸送路

線バスの路線変更 
〇 〇   

②郊外路線バスの路

線再編 
〇 〇   

③新規需要の掘り起

こし 
   〇 

④わかりやすい情報

の提供 
   〇 

⑤より利用者に優し

い対応 
   〇 

⑥交通空白地域への

乗合タクシー 
〇 〇   

⑦観光アクセス交通

改善 
  〇  

⑧公共交通への意識

啓発と利用促進活 
   〇 



 

18 

 

 

（２）連携計画の各事業の主な取組み内容と今後の方向性 

 

 

事 業 主な取組み 内 容 今後の方向性 

①天北線代替

輸送路線バ

スの路線変

更 

天北宗谷岬線

バスの運行 

天北線代替バス路線を海岸ルートへ変更

した。宗谷岬での乗降は増加したが、全体

の利用者は減少傾向である。 
・路線変更 平成 23 年 10 月 

・全体利用者数 

平成 23 年 154,875 人→平成 29 年 147,581 人 

・宗谷岬へのバス利用者 

 平成 23年 5,305 人(大岬線）→平成 29 年 14,210 人 

関係町村と持続可

能な交通体系の検

討 

②郊外路線バ

スの路線再

編 

声問線・坂の

下線・富士見

線・曲渕線の

充実 

地域ニーズに応じて路線の充実に取組ん

だ。利用者の減少と運行経費の増加が続い

ている。 
・声問バス路線の延長 平成 27 年 12 月 

・郊外路線バス利用者数 

平成 23 年 378,018 人 →平成 29年 313,877 人 

路線の再編や統

合、多様な交通手

段の導入による効

率的な運行の検討 

富士見、西浜、坂の下地区で、フリー乗降

区間を設定し、利便性の向上を図った。 
・郊外でのフリー乗降区間 平成 26 年 12 月 

地域の実情に応じ

た見直し 

デマンド型の

乗合タクシー

の導入 

天北地区、恵北・増幌地区に「乗合タクシ

ー」を導入し、利便性が向上したが、利用

者は減少傾向にある。 
・乗合タクシー導入  

平成 24 年 6,830 人 → 平成 29年 5,037 人 

乗合タクシーの利

便性の向上 

③新規需要の

掘り起こし 

交通拠点の接

続改善 

駅前再開発事業及び路線バス経路変更な

どによる交通結節点機能の充実を図った。 
・稚内駅前バスターミナルをキタカラへ移転  

平成 22 年 6月 

・市内バス路線を駅前ターミナル経由へ変更  

平成 25 年 4月 

各交通事業者と連

携した利便性向上

による新規需要の

さらなる拡大 

公共交通利用

促進のための

啓発 

公共交通の利用を促進するため、広報活動

を行っている。自家用車の利用率は高い状

況が続いている。 
・わっかない公共交通だより（平成 22 年 3月・24 年

3月）、市広報紙による啓発など 

出前講座や広報誌

を活用した公共交

通の利用促進や意

識の醸成 

④わかりやす

い情報の提

供 

バス交通マッ

プやインター

ネットでの情

報提供 

日常的に公共交通を利用しない方や来訪

者、外国人観光客にわかりやすい交通情

報・案内表示を行った。 
・バスマップの作成 

・観光スポット（市内 5ヶ所）に無縁 LAN 環境を整備 

・SNS による運行情報の提供（バス・フェリー） 

チラシ、案内表示、

インターネットな

ど複数の媒体で必

要な情報の提供 

⑤より利用者

に優しい対

応 

バス利用者へ

の対応マニュ

アル・研修の

実施 

交通事業者のホスピタリティを推進し、サ

ービス充実を図った。 
・バス乗務員研修マニュアル作成及び研修会の実施 

公共交通に対する

満足度の向上につ

ながる取組みの検

討 

環境に配慮し

た低床車両の

導入促進 

体の不自由な方への理解を深めサービス

向上を図るとともに、安心して移動できる

環境が図られた。 
・低床車両(路線バス) 

平成 21 年度 車両 42 台中 6台（14.2％） 

平成 29 年度 車両 34 台中 33 台（97.1％） 

・UD タクシー  

 平成 29 年度 3 台導入 

ユニバーサル環境

への整備による、

あらゆる人の外出

機会の創出 
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事 業 主な取組み 内 容 今後の方向性 

⑥交通空白地

域への乗合

タクシー 

デマンド型の

乗合タクシー

の導入（再掲） 

天北地区、恵北・増幌地区に「乗合タクシ

ー」を導入し、利便性が向上したが、利用

者は減少傾向にある。 
・乗合タクシー導入  

平成 24 年 6,830 人 → 平成 29年 5,037 人 

乗合タクシーの利

便性の向上 

⑦観光アクセ

ス交通改善 

宗谷岬空港線

バスの実証運

行 

稚内空港から宗谷岬を経由して交通結節

点を結ぶ路線バスを運行した。 
・利用者数 

 平成 22年 1,885 人→平成 29 年 875 人 

 ※ 平成 22 年～平成 26 年稚内駅発・空港発 2便 

平成 27 年～空港発 1 便運行 

観光客の２次交通

対策として、多様

な移動手段の検討 

天北宗谷岬線

バ ス の 運 行

（再掲） 

天北線代替バス路線を海岸ルートへ変更

した。宗谷岬での乗降は増加したが、全体

の利用者は減少傾向である。 
・路線変更 平成 23 年 10 月 

・全体利用者数  

平成 23 年 154,875 人→平成 29 年 147,581 人 

・宗谷岬での利用者  

 平成 23 年 5,305 人（大岬線）→平成 29 年 14,210

人 

関係町村と持続可

能な交通体系の検

討 

⑧公共交通へ

の意識啓発

と利用促進

活動 

公共交通利用

促進のための

啓発（再掲） 

公共交通の利用を促進するため、広報活動

を行っている。自家用車の利用率は高い状

況が続いている。 
・わっかない公共交通だより（平成 22 年・24 年）、市

広報紙による啓発など 

出前講座や広報誌

を活用した公共交

通の利用促進や意

識の醸成 
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４ 地域公共交通網形成にあたっての課題 

 

稚内市の現状や上位・関連計画、各調査等の結果を踏まえ、公共交通にかかる地域

課題を以下のとおり整理しました。 

 

（１）まちづくりの課題 

 

①コンパクトな市街地形成 

・コンパクトな市街地形成を進めるため、公共交通による移動手段の役割は大き

く、利便性の高い交通ネットワークの充実が必要です。 

・商業地域や医療機関などの立地状況の変化など、地域住民の移動特性やニーズ

を踏まえた交通ネットワークの形成が求められています。 

・郊外地域のコミュニティの維持のためにも、郊外と市街地を結ぶ効率的で持続

可能な交通ネットワークの実現が必要です。 

・公共交通の充実にあわせて、各地域を効果的に結ぶ幹線道路や補助幹線道路の

基盤整備が必要です。 

     

②人口減少への対応 

・人口減少などにより、公共交通機関の利用者数が年々減少し、交通ネットワー

クの縮小や便数などサービス水準の一層の低下が懸念されます。 

・人口減少に配慮した、より効率的な地域特性に応じた多様な交通手段の導入の

検討が必要です。 

 

③交流人口の拡大に対応した2次交通の充実 

・観光客の行動範囲を広げることができるよう、バス・タクシー事業者等の協力

のもと、多様な移動手段やアクセスの改善について検討が必要です。 

・外国人観光客の増加が予測される中、外国人観光客へのきめ細やかな公共交通

サービスが求められています。 

 

   ④高齢者など移動困難者への配慮 

・交通機関におけるユニバーサルデザインの普及など、高齢者などの移動困難者

が利用しやすい交通環境の整備が必要です。 

・高齢化が進む中、高齢者が自動車運転免許を返納しても安心できる交通環境づ

くりが必要です。 

     

⑤環境への配慮 

    ・公共交通機関の利用など、環境にやさしいライフスタイルの実現が求められて

います。 
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（２）公共交通の課題 

 

  ①路線バスの効率的な運行 

・声問線、坂の下線、富士見線、曲渕線など、郊外路線バスは、利用者の減少に

より、運行経費が増加しており、より効率的な交通体系の検討が必要です。 

・天北宗谷岬線は、沿線住民や宗谷岬を訪れる観光客にとって大切な路線であ

り、近隣町村とつながる幹線ネットワークですが、利用者の減少により、運行

経費への財政負担が大きく、路線の見直しが必要です。 

  

②交通ネットワークの維持・確保 

・圏域全体の活性化や観光振興、救急医療体制づくりのために、持続可能な交通

ネットワークの構築と交通結節点機能の充実に向けた取組みが必要です。 

・JR宗谷線は、道北の幹線交通ネットワークとして重要な路線です。JR北海道が

「単独では維持することが困難な線区」の一つとして発表以降、宗谷本線活性

化推進協議会が中心となり維持存続に向けた協議を進めています。 

・稚内空港は、北海道内7空港の一体的な運営権の民間委託が進められておりま

す。また、厳しい気象条件により冬期就航率が低下していることから、就航率

向上に向けた改善が必要です。 

・サハリン定期航路は、本市を含む道北地域や北海道の発展にとって必要不可欠

なものであり、航路の維持・充実に向けた取組みが必要です。 

・バス・タクシー事業者において、運転手の不足や高齢化が課題となっており、

将来的に各車両の運行に影響を及ぼすことが懸念されています。 

・宗谷地域総合開発期成会及び一般国道40号名寄・稚内間整備促進期成会では、

国道40号の高規格道路としての全線開通、また、稚内音威子府間「命をつなぐ

街道」整備促進期成会では、国道238号の冬期間の安全性向上を国及び北海道

へ求めています。 

 

 ③公共交通の利用環境の向上 

    ・高齢化の進行により、低床車両など、交通機関へのユニバーサルデザインの導

入やバリアフリー化が必要です。 

    ・待合環境や乗り継ぎ環境の整備、ニーズに合ったダイヤ編成など利用環境の改

善について検討が必要です。 

 

   ④公共交通への意識醸成や利用促進(モビリティ・マネジメントの推進) 

・公共交通の利用促進のため「路線がわかりにくい」、「時間があわない」など

の負のイメージ、抵抗感を払拭することが重要となっています。 

    ・利用しやすい環境づくりとともに、自家用車から公共交通への転換を促すた

め、住民参加型の公共交通の意識醸成・啓発が必要です。 
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 第３章 基本方針及び目標 

 

１ まちづくりと一体となった交通ネットワーク形成に関する基本方針 

 

稚内市における上位・関連計画や公共交通の課題を踏まえ、稚内市地域公共交通網形成計

画の基本方針を次のとおり定めます。 

 

 

 

 

市民はもとより、このまちを訪れた人も利用しやすい公共交通体系の形成や、市民生

活・経済活動に不可欠な空路や鉄路などの都市間交通の利用促進、利便性向上に向けた取

組みを進め、地域のさらなる発展を支える、まちづくりと一体となった持続可能な交通ネ

ットワークの構築を進めます。 

 

図 稚内市の交通ネットワークのイメージ 

 

 

「ひと」と「ひと」、「まち」と「まち」をつなぐ 

持続可能な交通ネットワークの構築 
基本方針 
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２ 計画の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標１ まちづくりと公共交通の一体性の確保 

稚内市は、中心市街地である中央地区に加え、南地区と東地区で、地域の特性を

活かしながら 3 つの地区が拠点となり、連携しながら利便性の高い市街地を形成し

てきました。また、郊外の酪農地域や沿岸地域には集落が点在しています。 

人口減少や少子高齢化が進むなか、市民をはじめ観光客にとっても移動しやすい

まちになるよう、市街地の 3つの拠点を結び、さらに郊外とつながる公共交通や JR

稚内駅、バスターミナル、フェリーターミナルや稚内空港など交通拠点と観光地を

結ぶ 2 次交通のほか、市街地を効果的に結ぶ幹線道路の整備も進めるなど、まちづ

くりとの一体性を確保しながら、公共交通網の充実を図っていきます。 

目標２ 多様な交通サービスの効果的な導入 

郊外では郊外路線バスのほか、デマンド型の「乗合タクシー」や「スクールバスの

住民混乗」、「フリー乗降区間」など、多様な交通サービスを導入してきましたが、

自家用車の普及や通学者等の減少などにより、経費負担は増加傾向にあります。 

郊外と中心市街地をつなぐための移動手段を維持するため、地域特性や目的に応

じた効率的でより利便性の高い交通サービスの検討を進めます。 

目標３ 持続可能な交通ネットワークの形成 

郊外バス路線や天北宗谷岬線は、地域住民の日常的な移動手段であるとともに、

観光においても重要な役割を果たしていますが、利用者の減少や費用負担も増加し

ており、より効率的な運行を目指します。 

また、鉄路・航路・航空路は、地域住民の生活や交流人口の拡大、地域経済を支

える重要な路線です。宗谷線の維持・存続やサハリン航路の継続に向けた取組みの

ほか、それぞれ、より一層の利便性の向上や利用を促進します。 

国道・道道については、地域間をつなぐ高規格道路の整備及び安全性の向上など、

整備促進について、関係機関への要望に努めます。 

持続可能な交通ネットワークの形成にあたっては、交通事業者、関係機関・団体、

関係する市町村と連携しながら進めます。 

目標４ みんなで公共交通を守る意識の醸成 

自家用車に依存することなく、バランスよく公共交通を利用できる環境づくり、

さらに持続可能な交通ネットワークの構築には、行政や交通事業者の連携とともに、

市民の協力が欠かせません。 

市民をはじめ、来訪者に公共交通に関する情報をわかりやすく提供するとともに、

市民の公共交通を守る意識の醸成を図りながら、公共交通の利用を促進します。 
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３ 目標を達成するための主な事業と実施主体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１ まちづくりと公共交通の一体性の確保 

事業１ 交流人口拡大のための 2次交通の充実 

観光客が地域内での行動範囲を広げることができるよう、バスやタクシー事

業者等の協力のもと、宗谷岬への移動手段である天北宗谷岬線バスや宗谷岬空

港線バスの運行、公共交通が乗り放題になるチケット、交通未整備地区への誘

客など、多様な移動手段の充実や利用促進について検討を進めます。 

 

・実施主体：交通事業者、関係団体、稚内市 

・実施スケジュール：2019～2023 年 

事業２ 高齢者など移動困難者にやさしい交通サービスの提供 

ユニバーサルデザイン車両の導入促進や交通関係施設のバリアフリー化、高

齢者バス乗車証や障がい者等の施設通所に対する交通費の助成など、高齢者な

ど移動困難者が公共交通を安全で安心に利用できる環境づくりを進めます。 

 

・実施主体：交通事業者、関係団体、稚内市 

・実施スケジュール：2019～2023 年 

事業３ 安全で快適な移動を実現する基盤整備の推進 

コンパクトなまちづくりを推進するため、公共交通の充実にあわせて、市内

を安全で快適に移動できるよう、緑・富岡環状通など幹線道路線や補助路線を

整備し、利便性の高い交通ネットワークの充実を図ります。 

 

・実施主体：交通事業者、稚内市 

・実施スケジュール：2019～2023 年 
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目標３ 持続可能な交通ネットワークの形成 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

目標２ 多様な交通サービスの効果的な導入 

事業１ 乗合タクシーの利便性向上 

天北地区及び恵北・増幌地区では、デマンド型の乗合タクシーが地域の主要

な移動手段となっています。地域に密着したコミュニティ交通として、路線の

拡大や乗降場所の追加、地域内輸送など、利便性の向上について検討します。 

 

・実施主体：交通事業者、稚内市 

・実施スケジュール：2019～2020 年 

事業２ スクールバスの円滑な住民利用の促進 

 抜海地区や更喜苫内地区を運行しているスクールバスの住民利用について、

地域住民の貴重な移動手段として、スクールバスの児童・生徒の利用状況や地

域のニーズを勘案しながら、多様な交通手段の一つとして、円滑に実施できる

よう努めます。 

 

・実施主体：稚内市、稚内市教育委員会 

・実施スケジュール：2019～2023 年 

事業１ 生活交通バス路線の見直し 

郊外バス路線の声問線、坂の下線、富士見線、曲渕線は、地域における重要な

生活路線の役割を担っています。地域特性や移動ニーズを考慮し、効率的で利

便性の高い路線への見直しを進めます。 

天北宗谷岬線は、近隣市町村をつなぐ幹線ネットワークとして、便数や運行

時間など、沿線地域住民はもとより、宗谷岬を訪れる観光客へ配慮しながら、

路線の効率的な見直しを進めます。 

 

・実施主体：交通事業者、関係団体、稚内市 

・実施スケジュール：2019～2023 年 

事業２ ＪＲ宗谷線の維持・存続 

JR宗谷線は、稚内市と各地を結ぶ圏域における交通ネットワークの基軸とし

て、市民生活や地域経済に不可欠な路線です。沿線自治体及び関係団体等と連

携を密にしながら、維持・存続に向けて、協議を進めるとともに、利用促進に

つながる取組みを実施します。 

 

・実施主体：交通事業者、関係団体、関係市町村、稚内市 

・実施スケジュール：2019～2023 年 
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目標３ 持続可能な交通ネットワークの形成 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標４ みんなで公共交通を守る意識の醸成 

 

 

事業２ 公共交通を守る意識の醸成 

人口減少や少子高齢化が進む中、公共交通の利用者の減少による交通ネット

ワークの縮小が懸念されます。公共交通への理解を深め、過度な自家用車の利

用からの脱却など、出前講座や市広報などにより、公共交通の利用促進や、公

共交通を守る意識の醸成を図ります。 

 

・実施主体：交通事業者、地域住民、稚内市 

・実施スケジュール：2019～2023 年 

事業１ わかりやすい交通情報の提供 

地域住民や来訪者の公共交通への理解や利用促進につながるよう、各交通事

業者が提供している時刻表の一元化やリアルタイムな運行情報の発信、乗換等

に必要な情報など、わかりやすい情報提供に努めます。 

 

・実施主体：交通事業者、稚内市 

・実施スケジュール：2019～2023 年 

実施スケジュール（2019～2023 年） 

事業３ 稚内空港の活性化と就航率の向上 

宗谷地域の経済・生活を支える空港を目指し、国、北海道及び空港所在自治

体と連携を図りながら、北海道内 7 空港の一括民間委託による稚内空港の活性

化に向けた取組みを進めます。 

また、冬期就航率の向上に向けて、関係機関と協議や国への要望活動を継続

するとともに、横風対策滑走路新設の早期事業化に向けて取組みます。 

 

・実施主体：交通事業者、関係団体、稚内市 

・実施スケジュール：2019～2023 年 

事業４ 主要幹線道路の整備促進 

都市間移動の重要な交通インフラとして、国道 40号の全線開通や国道 238号

における冬期間の交通障害の緩和など、地域住民の生活向上、広域観光の推進

や医療環境の確保を目指し、まちとまちを安心・安全で快適に移動できる道路

環境の整備促進に向けて関係市町村と連携して国や道への要望を継続・強化し

ます。 

 

・実施主体：道路管理者、関係団体、関係市町村、稚内市 

・実施スケジュール（2019～2023 年） 
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４ 計画達成状況の評価 

 

 目標１ まちづくりと公共交通の一体性の確保  

事業１ 交流人口拡大のための２次交通の充実 

指 標 
現況値 

2017 年度 

目標値 

2023 年度 

天北宗谷岬線バスでの宗谷岬への移動に係る 1 便当た

りの利用者 
2.7 人 3.3 人以上 

   

事業２ 高齢者など移動困難者にやさしい交通サービスの提供  

指 標 
現況値 

2017 年度 

目標値 

2023 年度 

高齢者バス乗車証の 1 日当たりの利用者 635 人 674 人以上 

 

事業３ 安全で快適な移動を実現する基盤整備の推進 

指 標 
現況値 

2017 年度 

目標値 

2023 年度 

市道緑・富岡環状通の整備の進捗率 28.4％ 93.6％以上 

 

 

目標２ 多様な交通サービスの効果的な導入 

  

事業１ 乗合タクシーの利便性向上 

指 標 
現況値 

2017 年度 

目標値 

2023 年度 

乗合タクシーの 1 日当たりの利用者の対象地区人口に

対する割合 
1.96％ 2.15％以上 

 

事業２ スクールバスの円滑な住民利用の促進 

指 標 
現況値 

2017 年度 

目標値 

2023 年度 

住民のスクールバス年間利用者 319 人 337 人以上 
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目標３ 持続可能な交通ネットワークの形成 

事業１ 生活交通バス路線の見直し  

指 標 
現況値 

2017 年度 

目標値 

2023 年度 

郊外路線バス(曲渕を除く。)の 1便当たりの利用者 10.0 人 10.8 人以上 

 

事業２ ＪＲ宗谷線の維持・存続 

指 標 
現況値 

2017 年度 

目標値 

2023 年度 

稚内・南稚内駅間乗車人員（特定調査日） 281 人 281 人以上 

 

 

目標４ みんなで公共交通を守る意識の醸成 

事業１ わかりやすい交通情報の提供 

指    標 
現況値 

2017 年度 

目標値 

2023 年度 

市内線バスの 1 日当たりの利用者（人口に対する割合） 6.2％ 6.3％以上 

   

事業２ 公共交通を守る意識の醸成 

指    標 
現況値 

2017 年度 

目標値 

2023 年度 

乗り方教室・出前講座等の実施件数 未実施 5 件以上 

 

 

 

 

５ 計画達成状況の評価及び計画の見直し 

 

   人口動態の変化や各拠点施設の新設・廃止等、公共交通を取り巻く地域情勢は変化する

ことから、「稚内市地域公共交通活性化協議会」において、「Plan(計画)」、「Do(実施)」、

「Check(評価)」、「Action(改善)」の 4つの段階を繰り返す「ＰＤＣＡサイクル」の実施に

より、本計画及び各施策・事業の継続的な改善を目指します。 

また、状況に応じて、各施策・事業の目標達成度を評価し、交通施策にかかるすべての交

通事業者、関係団体、地域住民が検証結果を共有する中で、新たに発生した課題の整理や改

善策の検討と本計画全体に対する評価・見直しを随時行います。 
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６ 策定の経過 

 

平成 28 年度 
11 月 22 日 

第 2回稚内市地域公共交通活性化協議会（以下、

協議会） 

2 月 21 日 第 1回協議会幹事会（以下、幹事会） 

3 月 23 日 
第 2 回幹事会 

第 3回協議会 

平成 29 年度 4 月 20 日、21日 天北地区、恵北・増幌地区公共交通地域懇談会 

6 月 7日～30 日 稚内市の地域公共交通に関するアンケート 

6 月 9日 交通まちづくりサロン（ワークショップ） 

8 月 30 日 第 1 回協議会 

3 月 26 日 第 3 回協議会 

平成 30 年度 6 月 29 日 第 1 回協議会 

11 月 19 日 稚内市庁内会議 

11 月 30 日 第 1回幹事会 

12 月 20 日 第 2回協議会 

1 月 21 日～2月 8日 パブリックコメント 

3 月 27 日 
第 3回協議会 

・稚内市地域公共交通網形成計画の合意 
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稚内市地域公共交通活性化協議会規約 

 

 

 （設置） 

第１条 この会は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第

59 号）第６条第１項の規定に基づき、地域公共交通網形成計画（以下「形成計画」

という。）の作成に関する協議及び形成計画の実施に係る連絡調整を行うため、協

議会として設置する。 

 （名称） 

第２条 この会の名称は、稚内市地域公共交通活性化協議会（以下「協議会」とい

う。）とする。 

 （事務所） 

第３条 協議会の事務所は、稚内市中央３丁目 13 番 15 号稚内市役所内に置く。 

 （目的） 

第４条 協議会は、地域公共交通の活性化及び再生のための地域における取組を総

合的かつ効率的に推進することを目的とする。 

 （事業） 

第５条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１） 形成計画の作成及び形成計画の変更の協議に関すること。 

（２） 形成計画及び形成計画に位置付けられた事業の実施に関すること。 

（３） 形成計画の達成状況の評価に関すること。 

（４） 前３号に掲げるもののほか、協議会が必要と認めること。 

 （組織） 

第６条 協議会は、次に掲げる委員又は、組織を代表する委員をもって構成し、稚

内市長が委嘱する。 

（１） 国土交通省北海道運輸局旭川運輸支局 支局長が指名する国土交通省職員 

（２） 国土交通省北海道開発局稚内開発建設部 道路課長 

（３） 国土交通省東京航空局稚内空港事務所 総務課長 

（４） 北海道宗谷総合振興局 地域創生部 地域政策課長 

（５） 北海道宗谷総合振興局 稚内建設管理部 事業室地域調整課長 

（６） 北海道警察稚内警察署 交通課長 

（７） 一般乗合旅客自動車運送業者（バス） 

（８） 一般乗用旅客自動車運送業者（ハイヤー・タクシー） 

（９） 一般旅客定期航路事業者（フェリー） 

（１０）旅客鉄道事業者 

（１１）事業用自動車の運転者が組織する団体の職員 

（１２）市民又は利用者の代表 

（１３）学識経験者その他協議会が必要と認める者 
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（１４）稚内市長が指名する稚内市職員 

２ 協議会に、次の役員を置く。 

（１） 会長 １人 

（２） 副会長 １人 

（３） 監査 ２人 

３ 会長、副会長及び監査は相互に兼ねることはできない。 

 （委員の任期） 

第７条 委員の任期は、次のとおりとする。 

（１） 委員のうち行政機関の職員については、その職にある期間とする。 

（２） 前号以外の委員については、２年とする。ただし、欠員により新たに 

委員となった者の任期は、前任者の残存任期とする。 

（３） 委員は再任できる。 

 （会長） 

第８条 会長は、稚内市副市長をもって充てる。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 

３ 会長は、協議会の監査を委員の中から任命する。 

 （副会長） 

第９条 副会長は、会長が指名する者をもって充てる。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長不在のときは会長の職務を代理する。 

 （監査） 

第１０条 監査は、協議会の会計監査を行う。 

２ 監査は、会計監査の結果を協議会の会議において報告する。 

 （事務局） 

第１１条 協議会の運営に関する事務を行うため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局は、まちづくり政策部地方創生課内に置く。 

３ 事務局には事務局長を置き、稚内市まちづくり政策部長をもって充てる。 

４ 事務局員には、まちづくり政策部地方創生課まちづくり協働グループ職員をも

って充てる。 

５ 前項に定めるもののほか、事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 （会議） 

第１２条 協議会の会議（以下「会議」という。）は会長が召集し、議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員は、都合により会議を欠席する場合、代理の者を出席させることができる

こととし、あらかじめ会長に代理の者の氏名等を報告することにより、その代理

の者の出席をもって当該委員の出席とみなす。 

４ 会議の議決方法は、出席委員による全会一致を原則とする。ただし、本原則に

より難い場合は出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は会長が決するところ

による。 
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５ 会議は原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円

滑な議事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で行うものと

する。 

６ 協議会は、必要があると認めるときは、会員以外の者に対して、資料を提出さ

せ、又は会議への出席を依頼し、助言等を求めることができる。 

７ 会議の内容が軽微な場合、又は会議を開催することが困難な場合は、文書 

による会議とすることができる。 

８ 前７項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 （幹事会の設置） 

第１３条 協議会は、計画の実施等にあたり、幹事会を設置することができる。 

２ 幹事会の名称、構成員、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

 （経費） 

第１４条 協議会の経費は、負担金、補助金及びその他の収入をもって充てる。 

 （財務に関する事項） 

第１５条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わるも

のとする。 

２ 各会計年度における歳出は、その年度の歳入をもって、これに充てなければな

らない。 

３ 前項に定めるもののほか、協議会の予算の編成及び現金の出納その他財務に関

し必要な事項は、会長が別に定める。 

 （協議会の解散等） 

第１６条 協議会が解散したときは、協議会の収支は解散をもって打ち切り、会長

が精算する。 

 （規約の変更） 

第１７条 この規約を変更する場合は、協議会の承認を得なければならない。ただ

し、組織改正に伴う名称変更等の軽微な変更については、会長が専決することが

できる。 

２ 前項の規定により専決処分をしたときは、会長は、次の会議に報告しなければ

ならない。 

 

   附 則 

１ この規約は、平成 20 年２月 26 日から施行する。 

２ 設置時の委員の任期は、第７条第１項第２号の規定にかかわらず、平成 22 年３

月 31 日までとする。 

   附 則（平成 21 年３月 25 日） 

この規約は、平成 21 年３月 25 日から施行する。 

附 則（平成 22 年４月１日） 
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この規約は、平成 22 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 24 年４月１日） 

この規約は、平成 24 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 25 年６月 25 日） 

この規約は、平成 25 年６月 25 日から施行する。 

附 則（平成 27 年６月 1日） 

この規約は、平成 27 年６月 1日から施行する。 

附 則（平成 28 年４月 1日） 

この規約は、平成 28 年４月 1日から施行する。 

附 則（平成 28 年 11 月 22 日） 

この規約は、平成 28 年 11 月 22 日から施行する。 

附 則（平成 30 年 12 月 20 日） 

この規約は、平成 30 年 12 月 20 日から施行する。 
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（稚内市地域公共交通活性化協議会事務局） 
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